
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

兵庫県立丹波医療センター がん相談支援センター 

〒669-3495 兵庫県丹波市氷上町石生 2002番地 7 TEL：0795-88-5200（代

ピ ア・サポー トをご存 じですか ？  

ピア・サポートとは、同じ体験をした仲間（ピア）が相互に助け合う（サポート）の事です。が

んのピア・サポートとは、がんを自身が体験もしくは家族として体験された方の支え合いです。同

じような病気を患う患者、家族に対してサポートを行おうとする人をピア・サポーターと言いま

す。がんと診断されて治癒した人はもちろん、現在治療中の人でも、体調が良好で精神的に余裕がある状態で

あるならピア・サポーターになることが出来ます。ピア・サポーターは資格や職種を示す名称ではありません。

兵庫県ではがんピア・サポーターに必要な基礎知識を身につけるための研修会を実施しています。今年度は９

月 25 日（土）9 月 26 日（日）の計 2 日間オンラインで実施されました。初めてのオンライン開催でしたが 8

名の方が参加されました。ピア・サポーターの活動の場は、各病院の患者サロンであったり、町の相談室とし

て地域でサロンを開いているピア・サポーター団体もあります。また兵庫県のピア・サポーターとして登録し、

各地域のがん相談支援センターからの依頼に対応して下さっている方もおられます。毎年 7月頃に受講募集の

お知らせがあります。来年度はコロナが落ち着いていれば、丹波医療センターで実施される予定ですので、関

心のある方は是非参加して下さい。また、ピア・サポートを受けたいと希望されている方がおられましたら、

がん相談支援センターへ是非ご相談下さい。 

 

この度、14 年ぶりに丹波の地で脳神経外科を開設すべく

本年 4月より赴任させて頂きました。 

脳神経外科が診る疾患は多岐にわたり、脳梗塞/脳出血/く

も膜下出血などの脳卒中、頭部外傷、脳腫瘍、脊椎/脊髄疾

患、機能的脳外科疾患（パーキンソン、三叉神経痛、顔面痙

攣など）、てんかん、先天性疾患（脳/脊髄奇形等）などがあ

ります。また、それぞれの治療に関しても、化学療法を含め

た内科的治療から外科的治療（直達手術/血管内手術）まで

幅広く存在します。これまで上記の疾患に関しては基本的に

は外来診療が中心であり、丹波地域の方々に何かとご不便を

お掛けしていたと思います。 

今回、4月に赴任させて頂いた後、内科の諸先生方や救急科の先生を中心に様々なコメディカルの方々のご

協力もあり、段階的に脳外科診療の体制整備が進んでおります。この半年間で頭部外傷や脳梗塞/脳出血など

の緊急開頭手術や脳主幹動脈閉塞に対する経皮的血栓回収術さらには未破裂脳動脈瘤に対する開頭クリッピ

ング術やシャント手術なども問題無く実施出来るようになりました。当院はご存知のようにがん拠点病院で

あり、様々な腫瘍の患者さんが来院されます。その中で転移性脳腫瘍の患者さんや脳原発腫瘍の患者さんもた

くさんおられます。脳腫瘍患者さんについても、当院では手術顕微鏡 PENTERO、アンギオ室には CANON 社の

AlpheniX (biplane system)、3.0T MRIに加え、神経内視鏡、STERTHナビゲーション（ニューロナビゲーショ

ンシステム）、NIM-ECLIPSE(術中神経機能モニタリングシステム)、超音波メス、ハイスピードドリル、エコー

等も間も無く導入される予定であり、一般病院としては十分な modalityが揃った状態となります。これらの

最新機器に加え、手術部/麻酔科/集中治療室看護師さんの協力のもと脳/脊髄腫瘍に対する手術加療を安全に

実施出来るように努めて参ります。また、術後後療法としての放射線治療や化学療法を腫瘍内科の先生やガン

マナイフセンター等の他施設とも密に連携をとりながら、集学的な治療を行えるよう取り組んでおり、丹波地

方を中心とした地域医療の基幹病院としての役割を全う出来るよう少しずつではありますが、前に進んで行

きたいと考えております。 

まだまだ至らない点やご不便をお掛けする事もあるかと思いますが、今後ともご協力のほど、宜しくお願い

申し上げます。 
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開設日・時間：月～金（祝日を除く）9時～17時 

連絡先 ： 兵庫県立丹波医療センター がん相談支援センター TEL0795-88-5200（代表） 

「がん相談」 

とお伝え 

ください 

✓ がん相談支援センターは、「がん」に関するいろいろな相談をお受けしています。 

（病気のこと、治療のこと、治療費のこと、検診や予防のこと、不安な気持ちなど） 

✓ がんに関するさまざまな情報を提供しています。 

（がんに関する資料、図書、DVDなど） 

✓ 患者さん、ご家族さん、当院受診の有無に関わらずどなたでもご利用いただけます。 

✓ がん専門相談員（看護師・医療ソーシャルワーカー）がご相談に応じます。 

 

がん相談支援センターだより 
 令和３年度 秋号（第７号） 

兵庫県立丹波医療センター  

   がん相談支援センター発行 

監修：大野 伯和 

編集：廣瀨智子 古寺真也  

近藤孝子  

秋本番、爽やかな良い季節となりました。行楽の季節

と言いたいところですが、まだまだ油断は出来ません。

皆の努力の甲斐あって、静まりつつあるコロナですが、

いつ又勢いづくかわかりません。

気を抜かずに感染予防を続けて

いきましょう。心配なく過ごせる

日が早く来てほしいですね。 
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がん相談支援センターが皆様にとってより良

い相談場所となるよう、意見箱を情報図書室内

に設置致しました。皆様の忌憚ないご意見を頂

き、さらにお役に立てるセンターを目指します。

ご意見、ご希望、ご不満、喜びの声などを頂け

ると幸いです。 

 

ご意見箱設置のお知らせ

10月 17日（日）に JMS(ジャパン・マンモグラフィー・

サンデー)が今年も開催されました。65 名の方の参加が

あり、うち 7 名の方は、今年初めて検診を受けられた方

でした。初めての方はやはり緊張されるようで、「痛くな

いかな」と心配されていましたが、事後アンケートでは、

多くの方が「また検診を受けたいと思います」と回答さ

れました。お仕事が休みの日に気兼ねなく検診を受けら

れることがうれしいというご意見もたくさん頂いていま

す。少しでも多くの方に乳がん検診を受けて頂いて、早

期発見につながれば良いなと思う 1日でした。 

 

2021年度 

JMSが開催されました 


